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Ａ社における（平成 18 度）の個人情報データの取扱い件数の傾向

平成 18年度中に、Ａ社の各部門にて取り扱った個人情報データの件数に関して、その概要を報
告する。また、各部門におけるここ数年の個人情報データの取扱い件数の推移の分析を実施し、そ
の傾向を報告する。 
 
１．個人情報データの取扱い件数の推移について 
平成 18年度の 1年間にＡ社で取り扱った個人情報データの件数は全部門で 360件となり、平成

17年度の 315件に比較して、約 15%増加している。これに対し平成 17年度までの取扱い件数は、
ほぼ 300件前後の推移を繰り返している。 
 
又、各部門別のここ 3年間の個人情報データの取扱い件数について、受注先より取扱注意の指定

を受けたものを注意案件として以下に示す。注意案件については、平成 18 年度は 178 件となり、
平成 17年度の 157件に比較して 21件の増加となる。 

 
 

表―１ 各部門の個人情報データの取扱い件数（平成 16～18年度） 

営業部 開発部 コンサル部 
年度 

取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 

18年度 190件 55件 122件 80件 48件 43件 

17年度 175件 50件 99件 70件 41件 37件 

16年度 186件 55件 105件 74件 40件 38件 

 
 

表―2 年度別の個人情報データの取扱い件数（平成 10～18年度） 

年度 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

総件数 305 311 277 289 312 320 331 315 360 

累計 305 616 893 1182 1494 1814 2145 2460 2820 

 

Ａ社における（平成 19 年度）の個人情報データの取扱い件数の傾向と注意点

平成 19年度中に、Ａ社の各部門にて取り扱った個人情報データの件数に関して、その概要を報
告する。また、各部門におけるここ数年の個人情報データの取扱い件数の推移の分析を実施し、そ
の傾向と注意点を取りまとめたので報告する。 
 
１．個人情報データの取扱い件数の推移について 
平成 19年度の 1年間にＡ社で取り扱った個人情報データの件数は全部門で 455件となり、平成

18年度の 360件に比較して、約 26%程度増加している。これに対し平成 18年度までの取扱い件数
は、平成 18年度に若干の増加傾向はあるもののほぼ 300件前後の推移を繰り返している。 
又、各部門別のここ 3年間の個人情報データの取扱い件数について、受注先より取扱注意の指定

を受けたものを注意案件として以下に示す。注意案件については、平成 19年度は 277件となり、 
平成 18年度の 178件に比較して 99件の増加となり、取扱い件数の増加分（455件と 360件の差分
95件）とほぼ一致している。 
以上の点から、平成 19 年度の取扱い件数の増加は平成 18 年度 10 月に取得したプライバシーマ

ークの受注効果の影響によるものと考えられる。 
 

表―１ 各部門の個人情報データの取扱い件数（平成 17～19年度） 

営業部 開発部 コンサル部 
年度 

取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 

19年度 253件 112件 147件 120件 55件 45件 

18年度 190件 55件 122件 80件 48件 43件 

17年度 175件 50件 99件 70件 41件 3件 

 
表―2 年度別の個人情報データの取扱い件数（平成 10～19年度） 

年度 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

総件数 305 311 277 289 312 320 331 315 360 455 

累計 305 616 893 1182 1494 1814 2145 2460 2820 3275 
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PDF自動比較により、下記業務の効率化を実現

Case StudyCase Study

テキスト文章比較ソフト

使用製品情報

：　〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅5-22-9 名駅中埜ビル

：　http://www.mizkan.co.jp/company/

・システムリプレイス時における帳票出力一致確認

・取引先とやり取りする文書の変更点確認
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帳票システムのバージョンアップ時、新旧システムにおいて同じ出力結果が
得られる事を確認する必要がある。数百パターンある帳票を目視で確認する
方法では多大な工数が発生、見落としのリスクもある。
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適用事例①　情報システム部
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旧ファイル PDF 新ファイル

システムリプレイス時の課題  ～『一致保証』

新旧　帳票・文書

比較結果

相違点一覧

差異のある箇所（マークアップされた箇所）を確認

大量ページの場合も差異箇所を効率的に確認

ソフトウェアによるPDF比較の自動化が可能となった事で、大幅な工数削減
を実現。相違点一覧出力により、問題のある箇所を効率的に発見でき、比較
結果のPDF出力が可能なため、その証跡を残す事も可能になった。

新旧　帳票・文書

比較結果

相違点一覧

複数の比較処理（新旧100ページを、10組など）を
連続処理可能。
夜間に比較指示を行い、翌日比較結果をまとめて
確認等の使用方法も可能です。

Web システムにてパッケージ提供可能なため、設置後すぐに使用可能。
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① ドラッグ＆ドロップ
    比較設定を選択

② 比較処理一覧 ③ 比較結果

適用事例②　品質環境部

サーバに設置後、ブラウザより URL でアクセスすれば使用可能。
クライアント PC に専用ツールの配布は不要です。

Web画面から簡単操作

一致保証 / 相違箇所 の確認作業を大幅省力化

サーバで集中処理サーバで集中処理

文書の確認～作成のフローで文章比較を活用する事により、
変更点確認の省力化、見落とし防止を実現。
文字内容で比較するため、 Excel で作成された細かい表など、
レイアウト変更された文書の比較にも対応。

納入先指定のフォーマットで作成された「商品規格書」の変更点を目視確認。
後工程で作成する文書に内容を反映させる必要があり、チェック作業に負担
がかかっていた。
解決

課題

客先から受け取る文書  ～『変更点確認』客先から受け取る文書  ～『変更点確認』

Web比較システム Web比較システム




